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２０１２年度 第２回メッセージング基盤タスクフォース 議事録(案)




　

 国連CEFACT日本委員会 サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2012年９月26日（水）　14：00～16：50
２．開催場所　：　機械振興会館６階　６-６１会議室
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出席者1８名
議事に先立ち、進行上 議事次第の順を変え、議事３「海外における最新の動向」、議事１「前回議事録確認」、議事２「当タスクフォースのテーマ」の順に行うことが了解された。

４．議事概要

４－１．海外における最新の動向　
・海外進出日系企業のサプライチェーン業務プロセスにおける情報交換等の現況に関する調査として９月９～15日にタイで行った現地調査に関し、資料（MSG 2012-2-05）により事務局が報告を行った。

・SIPSが日本国内で進めている国際標準に基づく業界横断EDI仕様がアジア地域においても導入可能で且つ役立つものになるのかを見通すことを目的として、調査団は現地の日系製造業およびそれら日系企業のIT化支援を行っているIT企業を訪問した。また、バンコク地域全般の状況を知るために、JETROと日本人商工会議所も訪問した。
・(1)取引慣行、(2)IT化のニーズと課題、(3)インフラ整備の３点に関し、サプライチェーンにおける調達および販売における取引慣行等についてヒアリングを行い、企業内IT化とEDI導入ニーズを探り調査報告にまとめた。　
・訪問した日系製造業４社に関して、それぞれの現地取引の調達先・販売先とIT化状況の調査結果が説明され、また、関連IT企業２社の事業現況が紹介された。
・現地全般の状況調査のため訪問したJETRO（日本貿易振興機構タイ事務所）とバンコク日本人商工会議所により情報の提供を受け明らかになったタイの現況が報告された。
・上記報告の内容に関して、現時点では調査先企業等による承諾が未確認であるため、当会議限りの扱いである旨事務局より付言があった。　
・調査報告に関連して、CEDI調査から以下の点等の紹介がなされた。：日本の自動車業界はどの国においても自分達の仕組みで行っている。EDI（含．Web-EDI）に問題は無く、現地調達を行なっている。日本では何かを変える際に時間が掛かるが、海外諸国はもっと早いのではないか。ベトナムは国が官民のEDI化を実際に推進している。
４－２．第１回メッセージング基盤タスクフォース議事録確認

・第１回メッセージング基盤タスクフォース議事録（MSG 2012-2-02）の内容を確認した。

４－３．メッセージング基盤タスクフォースのテーマについて 
・当タスクフォース第１回会議後、TF運営委員会を４回（７月11日･19日･26日、８月８日）開催し、その検討からのメモ資料（MSG 2012-2-03）の概要をリーダーが説明した。
・同資料はSIPSの活動にITベンダーがより多く参加するよう実質的成果につながる活動テーマを勘案したものである旨リーダーが説明し、「１. メッセージング基盤TFで検討すべき内容」の事項別説明を行った。また、「２.海外との接続パターン」に関しては、付随の資料（MSG 2012-2-04）により、A．企業範囲内、B．企業専用のアウトソーシング、C．外部サービス（汎用ASPサービス）利用の３範疇組合せの接続パターンにつき説明を行った。
・両資料および説明に関し、当タスクフォースとして今後進める作業の展開等について意見交換がなされた。：　
　－　当ＴＦとしては接続の８パターンの傾向を見定め必要なことは何かを探ることになるのではないか。　→　その上でヒアリングを行う。
　－　ベンダーのサポートサービスに関し、ヘルプデスク機能とセキュリティサポートが必須と考えられる。ただしベンダーの採算性からは、サービスをセットに束ねたサービスの提供以外の方式は難しいと推考される。
・自動車、家電等の業界大手が海外にどのように出て業務を行なって来ているか現況を調べ、その中でベンダーが出来ることを探るのが良いのではないか。

・接続のみならず、サプライチェーン内のトレーシング／トラッキング、品質管理等の情報把握も可能にする要がある。 企業間情報交換を基本に標準化も含めて行うことが必要。
・種々の切り口が示されたが、時間上、当件の検討はTF運営委員会で引き続き行い、その後、当タスクフォースの全体会議を開催し報告を行うことを事務局が提案し、了解された。
４－４．今後の活動

・上記４－３の協議を受け、下記の会議開催日程を合意した。　

・第５回TF運営委員会
　　　
10月 ４日（木）　17:00～20:00
・第６回TF運営委員会
　　　
10月24日（水）　13:00～15:00
・第３回TF 全 体 会 議
　
11月 ６日（火）　14:00～17:00
なお、10月４日および10月24日のTF運営委員会議は株式会社データ・アプリケーションの会議室にて行うこととする。
　
配布資料 一覧：
MSG 2012-2-01　第２回メッセージング基盤TF議事次第

MSG 2012-2-02　第１回メッセージング基盤TF議事録
MSG 2012-2-03　メッセージング基盤TF運営会議メモ
MSG 2012-2-04　海外との接続パターン
MSG 2012-2-05  海外進出（タイ）日系企業現地調査報告
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